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 戦略、業績、株主さまへの還元の観点から、当社の魅力を説明する。
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 ひろぎんホールディングスの概要について。

 ひろぎんホールディングスは、広島銀行をはじめとしたグループ会社の持株会社
として、2020年10月1日に設立。

 東証の最上位区分であるプライム市場に上場。

 証券コードは7337、2月末時点の株価による最低購入額は、約11万7千
円。
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 当社の歴史について。

 ホールディングスの中核企業である広島銀行は、明治11年、尾道にて、第六
十六国立銀行として設立。
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 当社グループのストラクチャーについて。

 当社グループは、銀行や証券会社に加え、IT業務や地域活性化コンサルティ
ング、人事労務コンサルティングを行う事業会社等で構成されている。

 また、シンガポールに現地法人、上海、バンコク、ハノイに海外駐在員事務所
を有している。
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 当社グループのパーパスについて。

 当社グループでは、地域の成長なくして当社グループの成長もないことを踏ま
え、事業機会の創出を通じて地域の成長に貢献したいと考えている。

 全てのステークホルダーの未来を広げていきたいという思いを込めて、当社グ
ループのパーパスを『幅広いサービスを通じて、地域社会とともに、「未来を、ひ
ろげる」』とした。
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 ブランドイメージの向上に向けた取組みについて。

 当社グループでは、昨年の10月から、新たなブランドイメージの構築に向けた
取組みを本格的に開始した。

 このブランディングへの取組みを通じて、他社とは違う独自の存在感を確立し
ていきたいと考えている。
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 「地域」の現状について。

 広島県の経済規模・人口は全国で12番目であり、相応の経済規模を有し
ている。

 製造業が盛んな地域であり、製造品出荷額は全国で10番目となっている。
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 広島県では、オンリーワン・ナンバーワン企業の数も多く、県民性が原動力と
なった独創的なビジネスモデルが創出されている。

 地域に根付いたスポーツも特徴的であり、野球、サッカー、バスケットボールなど、
スポーツが地域に活力をもたらしている。
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 当社グループも広島のスポーツを全力で応援しており、サンフレッチェ・カープの
定期預金キャンペーンを実施している。
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 瀬戸内海は豊富な観光資源に恵まれており、また、豊かな自然に育まれた良
質な食材が魅力である。



広島県のマーケット規模や魅力度は非常に高い。
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一方で、広島県の転出超過人数は4年連続全国ワースト1位となっている。
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転出者を年齢別で見てみると、20代の転出者が最多となっている。
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人口減少は地域経済の縮小につながるため、地域経済にとって深刻な問題だ
と認識している。

 また、地域経済の縮小は、地方銀行の業績にも大きな影響を及ぼす。

当社グループが持続的に成長し続けていくためには、人口減少の抑制による地
域経済の維持・拡大、すなわち「活力ある地域」を実現することが必要だと考
えている。
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当社グループでは、昨年3月に策定した「中期計画2024」において、10年後
に目指す地域像を「活力ある地域」（＝県内総生産の維持・拡大）とし、そ
の実現に向けて、各施策に取組んでいくことを掲げている。
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 10年後に目指す地域像の実現に向けた歩みを着実に進めていくために、地域
活性化指標を新たに制定。

当社グループの強みである幅広いサービスを通じた「総合力」の発揮に加えて、
行政・関係各社と連携し、「人が集まる」、「人が活躍する」地域を目指してい
く。
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 法人の取引先へのコンサルティングについて。

 「金融分野」でのソリューションでは、従来からの軸である貸出金でのご支援に
加えて、資本を活用したビジネスも展開している。

 「非金融分野」では、人事労務コンサルティングや、デジタル化をはじめとする
ITコンサルティングのソリューションを提供している。
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個人のお客さまへのコンサルティングについて。

当社グループでは、個人のお客さまに対し、お客さまのライフステージやライフイ
ベントに沿って様々な商品の提案を行っている。

21



既にお取引いただいているお客さまへは、広島銀行・ひろぎん証券が中心とな
り、対面での高度なコンサルティングを提供している。

新たにお取引いただくお客さまへは、昨年7月に事業を開始したひろぎんライフ
パートナーズが中心となり、ネット証券との連携を通じてさまざまな商品を提案
している。
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 お客さまの利便性向上に向けて、他社との連携を積極的に活用している。

 デジタルプラットフォームやフィンテックに強みを持つ楽天グループとの連携を強化
しており、昨年11月には「ひろぎん楽天カード」の取扱を開始した。
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 お客さまから住まいや暮らしの困りごとといった金融以外の相談を受けることもあ
る。

 そうしたニーズに対し、当社グループは生活パートナーサービスを展開し、当社
グループと取引のある事業者を紹介することで、住まいやくらしの困りごとを解決
する支援を行っている。
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広島県は自動車や造船といった製造業の集積が厚く、偏りがあるため、働く場
所の多様化が必要となっている。
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当社では新たな事業やサービスの創出を目指し、昨年11月に、「TSUNAGU
広島2024」を開催した。

広島県内を中心とした事業者と、全国のスタートアップ企業をマッチングする広
島初の大型イベントとして、出展企業126社、来場者3,400名の大盛況と
なった。



人が集まる地域にするためには、観光振興が重要。

足元では宮島・平和記念資料館とも過去最多の訪問者数を記録している
が、「観光立県」としての更なる成長を目指していく必要がある。
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多くの観光客が訪れる一方で、広島県は、他県と比較して、観光客の宿泊率
が低いことが課題だった。

 こうした課題を解決するために、当社グループでは、ヒルトン広島の誘致など、
観光振興の取組みを進めてきた。

従業員向け保養施設の跡地の有効活用として、ヒルトンが運営する最上級ホ
テルブランドである「LXRホテルズ＆リゾーツ」の開業を予定している。
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地域文化の発展に向けた取組みにも注力している。

 ひろしま美術館は、広島銀行の創業100周年記念事業として設立した。

 ルノワールやモネなどの印象派の作品は西日本屈指のコレクションを誇り、ゴッ
ホ最晩年の代表作である「ドービニーの庭」を展示するなど、国内外問わず、
毎年15万人を超える来場者があり、地域文化を盛り上げている。

地域文化の発展を目指し、ひろしま美術館の活動を継続的、安定的に賛助
するため、一部自己株式を割当を予定している。
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国際平和文化都市「ひろしま」の実現にも貢献していきたいと考えている。

噴水池「祈りの泉」は、1964年に広島銀行が建設し、広島市へ寄付した。

引き続き地域の発展に貢献する取組みを展開していく。
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 「人」に関する悩みを経営上の課題として認識している経営者が多い。
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当社グループでは、取引先企業の人材に関するお悩みを解決するため、ひろぎ
んヒューマンリソースを中心に、さまざまな人材ソリューションを提供している。

昨年4月に開設した「ひろぎんキャリア共創センター」では、公開セミナーや個社
別の研修等を実施している。
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企業の人手不足解消と外国人労働者の支援を両輪で解決するために、従前
より業務提携関係にある日本ワールドビジネスとの共同出資により、外国人労
働者受入支援事業を行う 「ひろぎんワールドビジネス」を設立した。

 インドネシアの複数の大学と提携し、人材紹介を実施している。
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広島県の転出超過対策について考えるプロジェクト「HATAful（はたフル）」
の活動を開始した。

他社との連携を通じて魅力的な職場を広島で増やしていくことを目指し、活動
の輪を広げていく方針である。
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地域・お客さまへご提供するサービスを一層高度化するために、当社では積極
的な人的資本投資を展開している。
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当社グループの業績推移について。

今年度の親会社株主に帰属する当期純利益は、過去最高益の350億円を
見込んでいる。

 2029年3月末（中期計画2024最終年度）には450億円を計画している。
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広島銀行の預金等残高は、2024年9月末時点で9兆4,124億円であり、
中四国では最も預金が多い。
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広島銀行の貸出金残高は、2024年9月末時点で8兆3,506億円であり、こ
ちらも中四国No1となっている。
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 当社の株価推移について。

 2023年3月末対比で当社の株価は約2倍であり、日経平均株価を上回る
伸び率だった。

 2029年3月末（中期計画2024最終年度）には株価2,000円を目指し
ている。
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 還元方針と配当推移について。

 当社の１株あたりの配当金は、年々増加している。

 今年度の1株あたりの配当金は47円を予定しており、これを配当利回りに換
算すると、約4％の水準。



株主優待制度について。

当社では、持株数に応じた優待制度を設けている。

優待内容に配当金を加えた利回りは、約4％～4.5％と相応に高い。
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 100株以上お持ちの株主さまに、ひろしま美術館の無料招待券を2枚提供し
ている。

加えて、広島東洋カーブ、サンフレッチェ広島、広島交響楽団のいずれかのチ
ケットの抽選権を付与している。
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当社グループは、「地域総合サービスグループ」として地域の成長に貢献を目指
し、地域の成長・発展に資する戦略を展開している。

今年度は、過去最高益の350億円を見込んでおり、 「中期計画2024」の初
年度として順調なスタートを切っている。

政策金利の上昇を追い風として、当社の直近の株価は堅調に推移。

 1株当たりの配当金は増配基調にあり、機動的な自己株式の取得、優待制
度など、充実した株主還元方針が魅力である。
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